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        力学系の援用による経済サイバネティクス復活の試み








              ヒトの若さ度評価と数量化分析




















             コウホート分析におけるモデル選択













   μ：の5＝μ
   A：ω＝μ十μチ
   P1の5＝μ十μタ
   C：のj＝μ十μ隻
  AP：ω＝μ十μチ十μタ
  AC：ω＝μ十μチ十μ£
  PC：のゴ＝μ十μタ十μ妄
 APC：舳二μ十μチ十μタ十μ麦
 ［AP］：ω＝μ十μ新
［AP］P：ω＝μ十μ芽十μタ
『AP］C：ω＝μ十μ芳十μ麦
［AP］PC：舳＝μ十μ新十μタ十μ夏
ここで，μ，μチ，μタ，μ夏はそれぞれ総平均，年齢，時代，コウホート効果を表わし，μ芳ば年齢×時代の交
互作用効果を表わす．各効果は適当なゼロ和制約を満たすものとする．
 識別問題の克服のために取り込んだパラメータの漸進的変化の条件は，各効果の変動をなるべく小さ
く抑えようとする次のようだ条件であり，節約の原理を実現しようとするものである．すたわち，
